
洋上風力発電設備等の建設工事等の作業員教育訓練ガイドライン

海洋開発が進む欧州では、石油ガスで始まった作業安全活動（HSE）の洋上風力発電設備等の建設工

事等への導入が進展。

国内でも洋上風力発電の導入が高まる中、今後、洋上風力発電設備等の建設工事やメンテナンスに従事す

る作業員が増加。洋上での作業は、強風や波浪のある厳しい気象・海象条件の下で行われ、陸上とは異なる

事故の危険性があり、作業員は、洋上作業安全の留意事項を必要な知識とともに習得することが必要。

 このため、有識者による洋上風力発電設備等の建設工事やメンテナンスにおける事故等のリスクの検討を行い、

洋上作業での安全面の一般的留意事項や応急処置等の安全訓練を取りまとめた作業員の教育訓練ガイド

ラインを策定。

背景

専用船利用の洋上風力発電設備の建設工事

安全面の留意事項、安全訓練、事故事例集等の洋上風力発電設備等の建設工事等に従事する作業員の教育訓練をとりまとめ

ガイドライン概要

洋上作業での事故防止等の作業員の安全確保（洋上風力発電設備等の建設作業船の安全要件に引用*）

国内の洋上風力発電の導入促進

効果

安全作業の留意事項（チェックリスト）

 気象・海象、風・波、台風・津波、船体の動きの影響

 落水の危険性、陸から隔絶された洋上での緊急時の体制

 安全管理（安全行動、緊急時対応、船舶からの乗り移り） など

安全訓練

 応急処置（AEDを用いた心肺蘇生法や止血方法）

 防火・消火（洋上火災・消火活動の特徴、消火器の使用方法や避難方法）

 落水防止（ライフジャケット着用、救命艇の使用方法）

事故事例集

 船舶の動揺による転倒、積荷の固縛不十分による挟まれ事故 など

教育訓練の講習

作業安全の作業員の知識・技能を確保するための講習内容（シラバス） など

移動式海洋掘削装置構造設備規則（MODUコード）又は特殊目的船コード（SPS コード）が適用される洋上風力発電設備等の建設に使用される自航式の甲板昇降型船舶（SEP船）
に搭乗する非船員の作業員は、同コードが要求する洋上作業安全の教育訓練を受けることが必要。

洋上作業の安全面の留意事項の例
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